
【態度目標】取り組む、しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】通る３点から円の方程式をつくれるようになろう。

□     の表す図形

　円の方程式    
    を変形すると，次のようになる。

　　　　　　　　        

，の次方程式で，
 と  の係数が等しく，

かつの項がない。

　一般に，円の方程式は，， を定数として，次の形に表される。

　　　　　　　　      　……①

　逆に，①の形の方程式がどのような図形を表すか調べてみよう。

平方完成～２取り２で割り２乗引く
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   の場合
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例１１）　方程式    の表す図形

　　　方程式を，それぞれについて平方完成をすると

　　　　　　　    

　　　　　　　 
    

   

　　　よって　　　 
    

   

　　　よって　　　 
    

     

　　　これは，点   を中心とし，半径がの円を表す　　　　

　方程式 
    

   において

　　　　　　　　ならば　「円」を表す

　　　　　　　　ならば　「点   」を表す

　　　　　　　　ならば　「この方程式が表す図形はない」

問３）　次の方程式はどのような図形を表すか。

　　　　    　　　　    



　方程式を変形すると

　　    

　すなわち

　　 
    

   

　よって　　　 
    

   

　この方程式が表す図形はない。

虚円と呼ぶことがある

　方程式を変形すると

　　    

　すなわち

　　 
    

   

　よって　　　 
    

   

　これは，点   を表す。
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□３点を通る円の方程式

例題６改）点   ，   ，   を通る円の方程式を求めよ。

３点が与えられたときは

この形からスタートが基本
　求める円の方程式を　    　とする。

　点   を通るから（代入すると）

　　　　    　　よって　　　……①

　点   を通るから（代入すると）

　　　　    　　よって　　……②

　点   を通るから（代入すると）

　　　 
    　　よって　……③

……④ ……⑤



   

   

  



　　　　　



   

   

   







  

  

 



　　　∴　

　①ー③より　　　　　　　　　　　　　②ー③より　　　　　　　　　⑤ー④より

　④より　

　③より　

　　　したがって　　　，，

もとの式に代入する　　　よって，求める円の方程式は

　　　　　　　　　　　　    
















数学Ａの

おさらい

　例題）で求めた円の方程式を変形すると

　　　　 
    

   

　よって，円の中心の座標は   である。

　この円のように，のつの頂点を通る円を

の外接円といい，

外接円の中心をの外心という。
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●余裕があれば他の解き方も考えてみよう

例題６） 

        

求める円は△の外接円となるので，

　　　，の垂直二等分線の交点が外接円の中心となる。

　の傾きは  

 
，の中点は 

 



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






であるから

　の垂直二等分線は　 




  





　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　∴　より　
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　の傾きは  
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 



 


 







であるから
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
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　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　∴　より　

　交点を求めると　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴

　　　　　　　　　　なので中心は  

　　中心と点との距離は　    
      であるから

　　求める円の方程式は　 
    

   である



円束の考えを活用する

　直径の両端の点  ，  が与えられたとき

　　　        で求めることができるので、これと円束の考え方を用いる。

　点を通る直線の方程式は　   　より　

　　点を通る円の方程式は

　　　          　と表すことができる

　これが点を通るので　

　　　     ゆえに　

　よって求める円の方程式は

　　　          

　　　    
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